
                              １０月４日全校集会がありました。私からは、９月の校長研修で 

聞いてきたこれから求められる能力や姿勢について今の本校の 

現状と照らし合わせながら生徒にやって欲しいことを話しま 

した。特に①常識や前提にとらわれずゼロからイチを生み 

出す能力②夢中を手放さず一つのことを掘り下げていく姿 

勢について部活動を例えに､今年の野球部甲子園初出 

場、陸上部全国フィールド初優勝、女子バドミントン部東 

播地区団体初優勝な 

ど初めての結果はイチ 

を生み出したことになり、 

すでにできていることも 

あるから「初○○」を生 

み出せるように頑張って 

欲しいこと、そしてその次は継 

続になるので続けて欲しいこと 

という話をしました。その後の 

表彰伝達では、東播地区で 

優勝した部の優勝旗を手渡し 

たり、文化部でも規模の大きなコンクールの表彰があったりと多くの部の表彰をすることができました。そして、近 

畿大会壮行会。水泳部平石さんと野球部の選手が前に立ち、私と生徒会長からの激励を受け、平石さん、

野球部隈主将が力強い挨拶をしてくれました。平石さんは１０月８日奈良で、野球部は１０月２２日から和歌山

で大会が行われます。悔いの残らないよう頑張ってきてください。 

                １０月５日は関西国際大学から在宅看護学専門の今福恵子准教授にきていただ 

き、１年生の看護医療類型の生徒対象に看護師の仕事や訪問看護、在宅看護 

の仕事と今後の方向性について講演していただきました。なかなか看護医療系の 

内容についてお伝えできていないのですが、実習やインターンシップが十分にできな 

い分、大学や専門学校などから講師の先生にきていただき、医療看護についての 

イメージを膨らませて生徒自身が看護について考える機会を持つようにしています。 

今後も、来られた講師の先生の話を紹介できればと思っています。 

 １０月８日本校でサ 

ッカー全国高校選手 

権兵庫県予選大会 

が行われ、本校は、須 

磨翔風高校と対戦し 

ました。前半に２点を先制し、本校ペースで進むかと思われたのですが、前半に１点を返されたあたりから流れ

が悪くなり、後半同点に追いつかれ､辛抱の場面が続きました。後半残り１０分あたりでの本日何度もアタック

をかけていたサイド攻撃が機能し、１点を勝ち越すとそのまま逃げ切り勝利を収めました。次回決勝ラウンドで神

戸科技高校との対戦となります。課題を確認し、勝ち上がれるように頑張ってください。 

                              同じ日にソフトボール場ではソフトボール部が練習試合を 

行っていました。新チームの試合を見るのは初めてでしたの 

で、しばらく見ていると鈴木選手（投手）の柵越えのホームラ 

ンを見ることができました。あとで１回の攻撃中にもホームラ 

ンを打っていたと聞きました。なかなかの飛距離に驚きました 

が、投手としても活躍。守備力が課題ということで、県大会に向け調整を進めていってください。 

 更にこの日はビッグニュースが飛び込んできました。とちぎ国体に出場していた陸上部の山口選手が少年男
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子 Aハンマー投において日本高校新記録を樹立して 

優勝したというニュースです。国体では１種目のためハン 

マー投の練習に重点を置いてきたことが成果となって、 

現れたようです。インターハイでの雪辱を果たし、しかも狙 

っていた日本高校記録まで破るという素晴らしい活躍で 

国体を締めくくれたようです。おめでとうございます。顧問 

の大久保先生もとても喜んでおられました。翌日の神戸 

新聞にも顔写真入りで掲載されました。本当におめでとうございました。 

                               １０月９日はバスケット部男女がウインターカップ全国大 

会兵庫県予選に出場。女子は１回戦で津名高校と対戦 

し、９６得点を重ね勝利を収めました。積極的な攻めが随 

所に見られ、良い試合運びだったように思います。２回戦 

では豊岡高校と対戦し、最後の最後までどちらに勝利の 

女神が微笑むかわからない好ゲームだったそうですが、惜 

しくも１ゴール差（２点差）で敗戦。とても悔しい結果となりま 

した。周りの先生方もナイスゲームと言ってくれていましたが、 

３年生２人（山口選手、宮田選手）はここで退くことになりま 

す。お疲れ様でした。一方の男子は、第１クオーターの最 

初善戦していましたが、ミドルシュート力の差がじわじわ出て 

きて突き放され敗戦。唯一の３年生森川選手がここまで

頑張ってくれて、試合に出続けましたが、第４クオーター途中で５ファールとなり退場。試合後「最後までコート

に立てなくて残念です」と言ってくれましたが、よく頑張ってくれました。お疲れ様でした。 

 また、国体に出場していた陸上部の長谷川選手はうまく合わせられず１４位。入賞の期待もあっただけに残

念でした。この経験を来年に活かしてください。女子柔道に出場した横山さんは２回戦山梨県との対戦で自身

が敗戦。チームとしても敗戦し、上位の対戦に進むことができなかったようです。全国規模の大会に出場し続

けたからこそ分かることもあったと思うので、次のステージでの課題として頑張っていって欲しいと思います。 

 奈良で行われた近畿大会に出場していた水泳部の平石さんは、予選を８位で通過し､決勝では入賞を目標

に頑張ったようですが、９位とあと一歩で入賞を逃したとの報告を受けました。来年に向けて修正を加えて頑張

ってください。お疲れ様でした。 

１０月中旬に入り一気に涼しくなってきました。新型コロナ新規感染者数も減少傾向にありますが、学校関

係は逆に少し増えてきているように感じます。３年生にとっては入試や就職試験という大事な時期でもありますし、

１．２年生は定期考査前ということで学習において大事な時期となっています。旅行の範囲も規制がなくなっ

たり、促進するような取組も進められている中での対応は非常に難しいですが、やはり一人ひとりの自覚と対策

が大切です。マスク着用についてもどういった場面で着用しなければならないのか､した方が良いのかを含めて

自分自身の判断となることが多くなってきました。体調管理に気をつけることは勿論ですが､今一度感染防止

対策をしっかりと見直し、一人ひとりの意識を高めていって欲しいと思います。インフルエンザも今年は流行する

のではないかと言われています。規則正しい生活と休養の取り方、衣服の調節など考えて行動をしてください。

よろしくお願いします。 

    

 

    

 

    

 


